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　　　　　　　　　　 　　パートⅡ　『検察の闇』

柳検察官の「起訴状」デッチ上げ！

　既に 2011 年（平成 23 年）11 月 19 日、大阪高等検察庁検事長 柳 俊夫貴殿に
対し、(http://www.mklabo.jp/backnumber/openletter/)、公開質問した。

　東京地方検察庁検察官（外事課）貴殿が、『検察の闇』闇の執行人となり、捜査
指揮した、東海銀行秋葉原支店（以下、「秋葉原支店」と記載）を舞台に、はじめ
から『この世に存在しない』本件「詐欺事件」話をデッチ上げた「職務犯罪行為」
を告発する。

我が国の刑事訴訟法では、

　検察官が公訴を提起するには、起訴状を裁判所に提出しなければならない。起訴
状の記載は厳格であることが要求される。起訴状に記載すべき事項、第一、被告人
の氏名、次に、裁判の対象となる「公訴事実」訴因を明示して記載する。特に、出
来る限り犯行の日時、場所、方法をもって特定するよう要求されています。

信じられないことです！

本件の起訴状に記載された「公訴事実」、訴因、特に「犯行の日時、場所、方
法」は、大蔵省「銀行局」の方針に従い『検察の闇』闇の執行人となった柳検察官
が、はじめから『この世に存在しない』本件詐欺事件話をデッチ上げた、信じられ
ない「事実」なのです。

公訴権の濫用！

検察官は、「起訴独占主義」犯罪を起訴し訴追する権限、公訴権を持っている。
その貴殿が大蔵省「銀行局」の方針に従って「起訴状」をデッチ上げた事実は、公
訴権の濫用であり職務犯罪行為と断言する。
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柳検察官が犯した職務犯罪行為！
　　　　　　　　　　
　 柳検察官が犯した「職務犯罪行為」が余りにも多く、ご理解していただくため 
パートⅡで概要を述べます。その後、下記「その１」から「その６」と、別々に分
けて職務犯罪行為を「知って」いただく。

記

「その１」柳検察官が犯した、銀行員に作成させた「上申書」のデッチ上げ。
「その２」柳検察官が犯した、融資担当者に作成させた「被害金」のデッチ上げ。
「その３」柳検察官が犯した、秋葉原支店長に作成させた「質権」のデッチ上げ。
「その４」柳検察官が犯した、「借受名義人」のデッチ上げ。
「その５」柳検察官が犯した、本件詐欺事件「騙取」のデッチ上げ。
「その６」柳検察官が犯した、 本件詐欺事件を立証する「証拠」のデッチ上げ。

　本件詐欺事件をデッチ上げた『検察の闇』闇の執行人、柳検察官が犯した「刑事
犯罪」を含む「職務犯罪行為」を分かってもらうには、司法機関（警察・検察・裁
判所）総掛かりで『国家の闇』を隠蔽するため大蔵省「銀行局」の方針に従い「無
法国家」に成り下がった醜態をパートⅡで、立証していきましょう。

              　　 　大蔵省「銀行局」の方針に従い、柳検察官が
　　　　　　　　公訴権濫用と承知してデッチ上げた起訴状。
　
（一）平成４年１月  ７日、被害金 100億円の「詐欺有印私文書偽造同行使」話を
　　　　　　　　　　　　  起訴状で、デッチ上げた「職務犯罪行為」です。　 
（二）平成４年１月 28日、被害金 30億円の「詐欺有印私文書偽造、同行使」話
           　　　　　　　　　を起訴状で、デッチ上げた「職務犯罪行為」です。
（三）平成５年３月  ３日、被害金 150億円の「詐欺有印私文書偽造同使」話を起
　　　　　　　　　　　　　訴状で、デッチ上げた「職務犯罪行為」です。
　　
　平成４年４月 30 日、起訴（一） 追起訴（二）の法廷審理が 行われている最中、
　平成５年３月３日 、追起訴（三）が提起されたことを皆様は、通常通りと判断
　する。
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　皆様の判断は間違いです。その理由を述べます。柳検察官が起訴（一） 追起訴
（二）をデッチ上げた「職務犯罪行為」が発覚する出来事が法廷で立証されたので
す。
　　　　　　　　　一審第７回公判で本件裁判は終了です。

　　平成４年 12 月 20 日、一審第７回公判、検察官による銀行員の主尋問そして
　　弁護人の反対尋問で、弁護人が銀行員に（弁１号証）「資金繰り表」を提示
　　して「チャート１～75」まで一件、一件「正規」と「不正」の取引内容と融
　　資金（被害金）の流れを追及したのです。

　　その結果、全く「起訴状」とは、別な預金担保融資に「約束手形」を用いた
　　取引が存在していた真相が発覚した。そして本件起訴（一）（二）の被害金
　　130億円が住友銀行住友ツインビル支店（株）エーデル普通預金口座に７日
　　間しか存在せず、そのまま東海銀行に送金されて運用されてる事実が判明し
　　たのです。

　当然のことですが、私はノンバンクから騙し取った融資金を、一銭も「使う
　こと」ができない「使って」いない「事実」が証拠で立証されたのです。

　秋葉原支店ダミーウェイアウトスポーツ・マッシュ名義、各50億円の「約束
　手形債権」（ CP）金融商品一式を用いた取引を銀行員が証言したのです。

  この事実こそ、秋葉原支店極秘特別「プロジェクト」内で「 BIS規制８％」
　クリア操作がシステム化された事実です。（第２章～５章参照。）

　　裁判所に公訴提起した訴因「質権設定承諾書」の預金拘束が存在しない。犯
　罪取引構造「ノンバンク⇔借受名義人」も、犯罪構造「協力預金」名下の預
　金担保融資も、はじめから『存在しない』事実が「資金繰り表」で立証され
　たのです。

　
　　私は、富士銀行事件・東海銀行事件の法廷に弁護人と速記者を傍聴させ記録
　　を取っていました。全て認めている法廷には「資金繰り表」が開示され、否
　　認の法廷には当然のこと検察が隠します。
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 （弁１号証）「資金繰り表」は、第１回法廷で「訴因を明らかにせよ」訴因
　のない法廷を主張した、弁護団が裁判所と検察に突きつけた法治国家である
　なら「公訴棄却」せよと訴えた「証」なのです。

　　そして、検察官に「公訴の取り下げ」を要求し公判を維持するなら訴因の変
　　更と「質権」の銀行内実務手続きと「資金繰り表」を開示することを書面で
　　 請求したのです。

　　裁判所も公判維持はできない方向で「身柄を出す」保釈手続きを主張した主
　　任弁護人副主任弁護人に同意した。

　私は、弁護人から保釈の手続きをしているので大丈夫と言われ、やっと正月
　を温泉で過ごせる。その前に 1 年 2ケ月以上の勾留で身体が弱り切って救急
　車の世話になっていたので入院しょうなどと、万世橋警察署留置所で毎日期
　待して待っていました。

   松が開け、弁護人が面会にきて保釈が棄却され、高裁に準抗告していること
　を言われても信じられない、話を冷静に聞くことができず、何故、どうして
　弁護人に喰ってかかり裁判がおかしい！弁護人も怒り今「色々情報を取って
　いるので待ってくれ」と言われ毎日怒りまくり気が狂いそうでした。

　弁護人は面会でも「待ってください。」だけでしたが、１月末再再逮捕の情
　報が入りました。『暗黒』です。真っ暗闇です。

　平成５年 2 月 10 日、再再逮捕です。留置所から出されまた逮捕され手錠を
　打たれました。余りにも残虐です。私は黙ってハンストに入りました。
　
　国家権力の恐ろしさ、これでもか、これでもかと圧し潰す権力に恐怖を感じ
　さすがにもう限界無理です。また勾留が続くのなら親に貰った命です。国に
　対して柳検察官に責任取らせるには、自らの命を差し出す決心をしたのです。

　　誤解しないでください。同情もお涙頂戴もいらないのです。そんなうわっら
　な話ではないのです。
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　犬です！ゲージの中に入れられ、毎日同じドックフードを食べて、散歩する
　こともできずトイレも食事も全て監視されいる犬以下の生活を平成 3 年 12
　月 17日から平成 5年 2 月 18日まで、414日です。特に私は「特別指定留置
　人」ですから、非道・残酷・残虐な思い出すのも辛い経験です。

　　　私の「完黙否認」「拘留取消請求」に対する司法機関の報復です。

  　自分が悪いことをしたのであれば我慢できるでしょうが、全く分からないノ
　ンバンクから 130億円騙し取ったと言われても、法廷で「資金繰り表」で
　一銭も使ってないことが立証されているのになぜ釈放しない！

　　
　　違法捜査手続に対してハンストを決行していた最中、平成５年２月 16日、
　　柳検察官、貴殿から平成５年２月 17日の急な取調べの連絡が入った。
　
　　平成５年２月 17日午後１時、東京地方検察庁それも異例な資料室での私に
　　対する取調べで初めて貴殿の顔を見て、おどおどしている態度に私が何を考
　　えて、何をしょうとしているのか知ってるから異例な資料室で外に警備員を
　　待機させていたのです。（後に、捜査員が教えてくれたのです。）

　　私はくやしさのあまり自ら歯で口の中を噛み切り、貴殿の机に血を吹きかけ
　　最後に「一言」言ったはずだ。『これは法律論でなく感情論だ！俺は負けな　
　　い。一生掛けて真相を追及する。』あの「血のバトル」を貴殿が忘れても私
　　は鮮明に覚えている。

　　この取調べに立ち会った万世橋警察留置係 蔵座部長佐々巡査も覚えている。
　　そして私は翌日、平成５年２月 18日、東京拘置所に移管された。やっと犬
　　のゲージから解放されたのです。

　　東京拘置所で、特別指定拘留人として 24時間監視カメラ付き独居房で生活
　　です。朝、暖かい「味噌汁」を飲んだ時、運動場で裸足で土を踏んだ時、雨
　　に打たれた時、涙があふれ出ました。そんな時でも毎日朝の勤行般若心経を
　　黙読して「写経」をしてから本件詐欺事件の『真実』を平成５年 2 月 18日
　　から平成 15年５月 20 日、延べ 9 年半国家権力と闘い続けました。
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「血のバトル」から 17年後、貴殿が記者会見した！

　　平成 22 年９月 21 日午前 11 時、貴殿は大阪高等検察庁検事長として郵政（
　　村木さん）不正事件にかかる証拠改竄事件にからむ大阪地方検察庁幹部らの
　　逮捕について、記者会見をした。「最高検が今後、刑事罰も視野に入れ徹底
　　的に捜査して厳正に対処すると聞いている。大阪高検としても全面的に協力
　　したい」ふざけるな！お前が何を言ってる！「血のバトル」です。

　　平成 22 年 10 月１日午後 11 時また「管内の検察官を監視すべきものとして
　　誠に遺憾で深くお詫び申し上げる。信頼回復に向け全力で取り組む」とコメ
　　ントを読み上げ国民に陳謝する貴殿の姿を私は、まじまじと「室岡政治経済
　　研究所」の事務所で社員とテレビを見ていたのですが我慢できません。

　　　　　　　　　　　　　　我慢できない！

　　貴殿が記者会見できる地位、政府各省の政務官と同じ待遇を受ける認証官
　　である大阪高検検事長まで出世した今の姿を見て、私は今こそ我が国の司
　　法検察の不正・腐敗を発表することが「生き証人」の役目と確信した。

　
　　貴殿が大阪高検検事長まで出世して、記者会見できる地位にまで栄進できた
　　のは、大蔵省「銀行局」の方針に従い、『検察の闇』闇の執行人となり平成
　　５年３月３日、追起訴（三）を「職務犯罪行為」を用いて公訴提起した。
　
　　貴殿は『検察の闇』闇の執行人となり我が国のマネーゲーム「国政と金」利
　　権政治の破滅と司法の崩壊を回避した功績だった『真実』を記者会見から12
　　年かけ明らかすることができた。

　　　　　　　　貴殿との「血のバトル」は終わった。

　　29年の時間をかけて『これは法律論でなく感情論だ！俺は負けない。一生掛
　　けて真相を追及する。』を成し遂げた。
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　　　　　　　　それが「無法国家」を立証した追起訴（三）！

　　平成５年３月３日、柳検察官が追起訴（三）はじめから『この世に存在しな
　　い』本件詐欺事件話をデッチ上げ公訴提起した。

　　この公訴提起こそ、裁判所が柳検察官の「職務犯罪行為」と承知して、大蔵
　　省「銀行局」の方針に従い、東海銀行と企てた総額 660億4243万円という
　 「国際保険金詐欺」を為すため『室岡だけがねらいだから！』『ただ、室岡を
　　何としても有罪にもっていきたいんだ！』そのため法廷を「維持」した。

　　我が国のマネーゲーム「国政と金」利権政治の破滅と司法の崩壊を回避する
　　ため『検察の闇』闇の執行人柳検察官が犯した「職務犯罪行為」世界的にも
　　類のない日本独自の司法期間（警察・検察・裁判所）の『闇』その醜態「無
　　法国家」を、あからさまに晒した法廷審理を無理やり「維持」したのです。

　　大蔵省「銀行局」の方針に従い裁判所が、はじめから『この世に存在しない』
　　本件詐欺事件話と承知したその上で「有罪」を宣言するための法廷審理です。
　　（第６章を参照）

　　裁判所が、はじめから『この世に存在しない』本件詐欺事件話と承知したそ
　　の上で「有罪」を宣言すれば、国民は誰でも「存在した」何の疑いも挟むこ
　　となく「存在した」と判断する、恐ろしい日本という国の現状です。
　
　　　　　ですから、平成22年11月19日、 第１弾「公開質問状」を
　　　　　貴殿と国民にインターネットを用 いて公開したのです。

　この追起訴（三）が「司法検察最後の墓」となったのです。司法機関（警察・
　　検察・裁判所）『闇』その発覚を隠蔽すべく『検察の闇』闇の執行人柳検察
　　官が、はじめから『この世に存在しない』本件詐欺事件話を起訴（一）追起
　　訴（二）（三）全て、デッチ上げた『真実』を立証することができました。
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起訴（一）「起訴状」を検証してください。
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　　　これほど、非常識な「起訴状が存在すること」が日本の恥なのです！

その証拠、甲18ー10号証「債権譲渡契約書」です。

　

契約内容
　
　第２条『甲は、 第１条の債権証書その他の一切の書類を乙に交付した』このオ
リックスアルファ株式会社が東海銀行に交付した『債権証書その他の一切の書類』
を、東海銀行が、預金担保債権「約束手形債権」(CP)金融商品一式と立証した。

　であるならば、秋葉原支店以外に作成出来ない「BIS規制８％」クリア操作用の
預金担保債権を装った「約束手形債権」と「質権」（預金債権）を用いた他行預金
担保融資取引「秋葉原支店⇔オリックスアルファ」を立証したことになります。

　平成３年６月 13 日、オリックスアルファ が 100億円騙し取られた「詐欺有印
私文書偽造同行使」罪は、はじめから『この世に存在しない』本件詐欺事件話と承
知して「起訴状」を、貴殿がデッチ上げた「職務犯罪行為」を立証したのです。
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追起訴（二）
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　　法治国家であれば、この「起訴状が存在する」ことが、国民の恥なのです！

　　平成４年１月 28日、協和商工信用株式会社から借受名義人株式会社ウェア
　　　　　　　　　　　　ウトスポーツを協力預金、30億円の借受名義人に仕　
　　　　　　　　　　　　立て上げて、30億円を騙し取った「詐欺有印私文書
　　　　　　　　　　　　偽造同行使」話をデッチ上げて起訴した。　　
　　
　  犯罪取引構造　「協和商工信用株式会社⇔借受名義人ウェイアウトスポーツ」
　　  　　
　　犯罪構造　　　  協和商工信用株式会社 から借受名義人が協力預金名下の預
                             金担保融資取引をした、はじめから『この世に存在しない本
                             件詐欺事件』話をデッチ上げたのです。

その証拠「債権譲渡契約書」です。
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　平成３年６月 20 日、協和商工信用は秋葉原支店と他行預金担保融資取引「秋葉原支
店⇔協和商工信用」をシステムどおり「BIS 規制８％」クリア操作用の民事取引を行
い金利を得ていたのです。平成 4年３月 30 日、東海銀行は協和商工信用と「債権譲渡契
約書」を締結し、お互いに「約束手形債権」（CP）金融商品一式を用いた民事取引と
して処理した。
　　　　　　　「法治国家」であれば、私を釈放するのが「法」です。

　平成４年１月 16日、大蔵省「銀行局」の方針に従い『検察の闇』闇の執行人柳検察
官貴殿が、総額 660億4243万円という「国際保険金詐欺」を為すため『室岡だけ
がねらいだから！』『ただ、室岡を何としても有罪にもっていきたいんだ！』法を
無視して、本件詐欺事件話と承知して「起訴状」をデッチ上げた。

　　　柳検察官、貴殿を検事長にした追起訴（三）「起訴状」を公開します。
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　平成５年３月3日大蔵省「銀行局」の方針に従い、柳検察官が追起訴（三）平成
３年６月28日、総合ファイナンスサービスから協力預金の借受名義人株式会社出
運送が150億円を騙し取った「詐欺有印私文書偽造同行使」話をデッチ上げ起訴し
た。

　追起訴（三）

　　平成５年３月３日、総合ファイナンスサービス（株）から借受名義人、出島　
　　　　　　　　　　　運送株式会社を協力預金150億円の借受名義人に仕立て
　　　　　　　　　　　上げて150億円を騙し取った、「詐欺有印私文書偽造同
　　　　　　　　　　　 行使」話をデッチ上げて起訴した。

       犯罪取引構造   「総合ファイナンスサ ービス⇔株式会社出島運送」
　
  　 犯罪構造      総合ファイナンスサービスから借受名義人が協力預金名下の預
                            金担保融資取引をした、はじめから『この世に存在しない』
　　　　　　　　　本件詐欺事件』話をデッチ上げた。
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 　  総合ファイナンスサービスは柳検察官が「職務犯罪行為」でデッチ上げた追起
　　訴（三）には協力しません。取引相手が「銀行」と「借受名義人」がスリ替えら
　　れている公訴権濫用には絶対に協力できません。隠蔽工作の共犯者になります。
　　　　　　　　　
　　　　　　本件詐欺事件をデッチ上げた重要なポイントです。　

　皆様にご理解いただきたいことは、本件詐欺事件をデッチ上げた根幹こそ
　富士銀行赤坂支店極秘特別「プロジェクト」内でダミー預金者名義で発生
　させた 2600億円をノンバンクの被害金をデッチ上げ「肩代わり」をして
　一括償却「粉飾決算」不正会計処理が終わっています。（第４章参照。）

　秋葉原支店極秘特別「プロジェクト」内でダミー預金者名義で発生させた
　630億円の収末処理にノンバンクを「被害者」に仕立て平成４年 1 月 16日
 「債権譲渡契約書」をノンバンクと締結し「粉飾決算」不正会計処理した。

　当然、平成４年 1 月 16日、総合ファイナンスサービスも「債権譲渡契約書」
　を東海銀行と締結し遅延損害金をもらい全て民事取引として処理している。

　　　　追起訴（三）が司法検察「最後の墓場」となったその理由です。

　　総合ファイナンスサービス は 、柳検察官が平成 5年３月３日追起訴（三）　
　   公訴提起した「公訴事実」をデッチ上げた、職務犯罪行為の共犯にならな
　　いための保全をした。

　　　　　　　　　　　総合ファイナンスサービスの保全。

　　総合ファイナンスサービスはオリックスアルファ同様に会社としては柳検察
　　官のデッチ上げには協力しません。ですから柳検察官はオリックスアルファ
　　同様に融資担当者二名を被害者に仕立てました。山寺部長と野瀬次長です。

　　会社の指示で柳検察官のデッチ上げには、山寺部長と野瀬次長が協力しま
　　せん。「通知預金証書」と「質権設定承諾書」を提示して富士銀行事件を
　  「不正」東海銀行事件を「正規」と「預入番号ー 00001」で立証した。
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　　　　　　ここでは、野瀬次長の検面調書を用いて立証します。
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　総合ファイナンスサービスの保全は、検面調書に添付させた「通知預金証書」
　と「質権設定承諾書」です。

 　柳検察官が、追起訴（三）で「東海・富士」両行にまたがる「銀行員を操る　
　3300億円の黒幕」として、富士銀行赤坂支店から総合ファイナンスサービス
　に返済された 100億円を、そのまま平成 3 年６月 28日、秋葉原支店で行った　
  「協力預金」の取引に用いた原資金とデッチ上げた。

ところが、野瀬次長は富士銀行事件の銀行員が「通知預金証書」と「質権設定
承諾書」の「預入番号ー 00001」がない偽造と立証した。東海銀行事件の「通
知預金証書」と「質権設定承諾書」は「預入番号ー 00001」があり「正規」を
立証した のです。

　
　その証拠が有効な「100億円の通知預金証書」と「質権設定承諾書」です。

　

　　　　　　　　　「預入番号ー 00001」があります。
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　　　　　通知預金証書の預入番号ー 00001 が存在しています。

　

　　　　　　通知預金証書の預入番号ー 00001 が存在しています。
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富士銀行赤坂支店から東海銀行秋葉原支店の「協力預金」を作成する原資金
100億円をデッチ上げたことで、富士銀行赤坂支店事件のデッチ上げを暴露
してしまったのです。その証拠が偽造された「100億円の通知預金証書」と
「質権設定承諾書」です。

　　　　皆様、100億円の「架空通知預金証書」をみてください。

　
　　　　　　　　「預入番号ー 00001」がありません。

　　東海銀行秋葉原支店の「100億円の通知預金証書」と見比べてください。
 　「預入番号ー 00001」がありません。誰が見ても分かるように偽造です。

　総合ファイナンスサービスは 100億円を株式会社出島運送に融資する担保にな
る 100億円の通知預金証書の宛名が手書き、頭取の名前も手書き、頭取の印も偽
造が誰でもわかる「総合ファイナンスサービス⇔株式会社出島運送」の取引はでき
ないのです。

　総合ファイナンスサービスは「BIS規制８％」クリア操作他行預金担保融資取引
「秋葉原支店⇔総合ファイナンスサービス」民事取引をして金利を得ただけです。
　
　住友銀行の 100％子会社の総合ファイナンスサービスは平成４年１月 16日、東
海銀行と「債権譲渡契約書」を締結してこの 100億円は処理しています。
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　総合ファイナンスサービスは保全として野瀬次長にわざと富士銀行赤坂支店の
　偽造 「100億円の通知預金証書」と「質権設定承諾書」を添付させたのです。
　　　　　
　　　　　その証拠が「質権設定承諾書」です。審判ください。 　

　

　　　　
　　通知預金証書の預入番号ー 00001 がありません。存在していません。

　総合ファイナンスサービスは富士銀行赤坂支店と東海銀行秋葉原とも「 BIS規
　制８％」クリア操作用の他行預金担保融資取引「銀行⇔ノンバンク」をシステム
　どおり金利稼ぎしただけです。そこに総合ファイナンスサービスが被害者にな
　れる「犯罪」は存在しないのです。

 　総合ファイナンスサービスは東証上場企業として柳検察官の職務犯罪行為を暴
　 露したのです。総合ファイナンスサービスはオリックスアルファ同様に平成４ 
    年１月 16日、「債権譲渡契約書」で「秋葉原支店⇔総合ファイナンスサービ　
　ス」の取引で銀行員個人が偽造した「質権設定承諾書」を対外的には「有効」と
　お互いに認め極秘特別「プロジェクト」の隠蔽工作までは被害者になります。
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　　　　　　　　　その証拠が 100億円の債権譲渡契約書」です。　　

　

　　第４条
　　甲は、譲渡債権の瑕疵のうち、甲の責に帰すべき事由による瑕疵が存在し
　　ないことを保証する。即ち東海銀行が全て「瑕疵の責任を取れ」そういう
　　ことです。

　　総合ファイナンスサービスはすでに大蔵省「銀行局」の方針に従い、平成４ 
　   年１月 16日、東海銀行と「債権譲渡契約書」を締結し遅延損害金２億 2921　
　　万 2326円の支払いを受け「被害者」の役目が終了しているのです。
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　総合ファイナンスサービスは平成５年３月３日柳検察官の血迷った、追起訴 
 （三）には呆れはて、後に隠蔽工作が発覚したとき「正規」の民事取引として 
   株主訴訟などを考え保全に走ったのです。　

　　お知らせすべきことは、この山寺部長と野瀬次長の検面調書を録取した検察
　　官は東京拘置所で私の取調べをした検察官です。取調べで『室岡さん、お身
　　体は大丈夫ですか？完黙否認でいいですよ。供述調書は完黙否認で作ります。
　　
　　何故銀行の後始末を検察がするのか？私は検事を辞めて九州に帰り弁護士に
　　なります。頑張ってください。』嬉しくて涙が溢れました。出所してから調
　　べたら本当に九州で弁護士になっていました。ありがとうございました。

　　　　　正義を守る検察官が上司に逆らうことができず辞めてます。

　 　柳検察官の追起訴（三）デッチ上げ話の背景には、国際決済銀行（BIS）と
　　交えた、国際金融戦争の武器として認めた銀行極秘特別「プロジェクト」内
　　で「BIS規制8％」クリア操作用預金担保債権「約束手形債権」（CP）金融
　　商品一式を用いた他行預金担保融資取引「銀行⇔ノンバンク」をシステムどお
　　り行い金利稼ぎをしただけです。

　　各銀行が「BIS規制8％」クリア操作で得た融資金に金利を加え、ダミー預金
　　者名義で作成した「大口預金」（定期預金・通知預金）を取り崩しバブル景気
　　に湧く各市場に撒き散らしたその挙句に、銀行のダミー預金者名義で巨額な「
　 　数字」の損失金を発生させたマネーゲーム「国政と金」その醜い利権政治の
　　破滅と司法機関（警察・検察・裁判所）の崩壊を回避したのです。

　　　　　　　「無法国家」を立証した「不思議な法廷」です。

　　平成５年３月３日、大蔵省「銀行局」の方針に従い、『検察の闇』闇の執行
　　人柳検察官が追起訴（三）をデッチ上げたのです。裁判所は全て承知してい
　　たのです。証拠は、裁判所が、大蔵省「銀行局」の方針に従い法廷を「維持」
　　した事実です。
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    　　大蔵省「銀行局」の方針に従い、『検察の闇』闇の執行人柳検察官が
　　　 はじめから『この世に存在しない』本件詐欺事件話と承知して「起訴
　　　 状」をデッチ上げ、公訴提起した公訴権濫用と知りながら『室岡だけ
          がねらいだから！』『ただ、室岡を何としても有罪にもっていきたい
          んだ！』「有罪」を宣告するため開廷した『裁判所の闇』闇の執行人
　　　となった裁判官と公判検事です。

　　　　　　平成４年４月 30 日、 裁判長裁判官 吉本 徹也　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　   裁判官 戸倉 三郎

　　　　　　　 　裁判官 河本 雅也
                         検察官 半田 秀夫
　　　 　　　　    検察官 山上 秀明

　　　　　　弁護人立証から新たな裁判官が訴訟指揮をしたのです。

　          　　平成６年５月 23 日、裁判長裁判官　田中 康郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　  裁判官　田村 眞
              　　　　　　　　　　　　　    裁判官　松永 栄治
　　　　　公判検事も荒木 俊夫からコロコロ検事が変わる不思議な法廷でした。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 検察官　荒木 俊夫

        　　           検察官    江幡 豊秋
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　検察官　 奥村 丈二
             　　　　　　　　　　　　　   検察官    川村 明夫
　　　

憲政史上前代未聞の恥です。

　日本という国の裁判所が『国家の闇』を隠蔽するため、検察と一体になり国法を
無視して「有罪」を宣告する法廷を開廷した。重刑になる審理には法に無知な被告
人を防護するため弁護人がいないと法廷を開廷することができません。ですから国
選弁護人制度があります。

　　　　法廷に法がない、あるのは「犯罪者」をデッチ上げる法廷だ！　
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　縷々、第１章から第６章パート１まで立証してきました。司法機関（警察・検
察・裁判所）総掛かりで、国と銀行が犯した『国家の闇』を隠蔽するため大蔵省
「銀行局」の方針に従い「無法国家」に成り下がり、私をはじめ銀行員多くの借受
名義人の「29 年の時と財産」を奪い取った。

　　　　　　　　司法機関（警察・検察・裁判所）の『闇』！

　今まで、司法機関（警察・検察・裁判所）に触れることのない人は、信じられな
い「事実」信じたくない「現実」が繰り広げられ呆然となってしまうでしょう。
　
　　『バカバカしい！こんなことが実際にあるものか！太陽が西から昇る話だ！』

　などと怒る人も、たくさんいます。だが、待ってほしい。現状の司法機関（警
察・検察・裁判所）が、時の権力者と密接に関わりながら「無法国家」に成り下が
り歴史を動かしてきた。

　米国の陰謀で司法が歪められた、ロッキード事件から司法機関（警察・検察・裁
判所）がマネーゲーム「国政と金」利権政治の手先になっている正体を知ろうとし
なければ、日本の歴史を真に理解したとは言えない。

　それだけ国民にとって大事な司法機関（警察・検察・裁判所）でありながら、表
立っては「語られる」ことのない。国民が「知ろう」としない。実に不可思議な司
法機関（警察・検察・裁判所）闇の執行人が「職務犯罪行為」を行う時に『報道機
関の闇』がサポートする日本という国の現状です。　

　法機関（警察・検察・裁判所）の『闇』を立証した証拠を検証すれば、一通り現
状を理解できるはずです。そして今のコロナ感染症・オリンピック・パラリンピッ
クに群がるマネーゲーム「国政と金」利権政治に立ち向かう準備を『室岡塾』が整
えてることが分かります。

　パートⅡ「その１」から「その６」を、ご理解していただくために全銀協の調査
部次長の法廷証言を熟読してください。本件詐欺事件話デッチ上げの根幹である他
行預金担保融資取引を知ることができます。
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　皆様、この証言を検証することで、（第１章）政府金融首脳は、国際金融市場で我が
国の「銀行を生き残らせる」ことこそ、幻の経済大国を維持する重要な証として、国
際金融市場の番人である国際決済銀行(BIS)を欺く国際金融政策、国際金融戦争の『武
器』を民間企業「銀行」に認めたのです。

　　　　　

　大蔵省「銀行局」の指示で、一般貸出債権の流動化について、検討する場として
住友銀行・富士銀行・三菱銀行・東海銀行の四行から成る作業部会を設置した。

　都市銀行が「企業向けを中心とした一般貸出債権の流動化について検討を始めた」
この事実が以下立証する『他行預金担保融資取引』の端緒なのです。

　皆様、我が国の金融経済社会を牛耳る金融護送船団の正体を知ることです！
　
　私が、本件詐欺事件話を単なる詐欺事件のデッチ上げでなく、国と銀行が犯した
国際金融犯罪『国家犯罪』と断罪する『国家の闇』マネーゲーム「国政と金」その
醜い利権政治の破滅と司法機関（警察・検察・裁判所）の崩壊を『検察の闇』闇の
執行人柳検察官貴殿が回避したのです。
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　　　　　　　　全国銀行協会連合会「社会的責任に関する委員
　　　　　　　　会」が全国銀行に宛てた通達を御検証ください。

　     

　当連合会においては、さらに過般の大蔵省からの要請『金融システムの信頼回復
のための措置』などを踏まえ

　　全国銀行協会連合会、「社会的責任に関する委員会」が、当連合会におい
　　ては、さらに過般の大蔵省からの要請『金融システムの信頼回復のための
　　措置』などを踏まえ、全国銀行に『(1) 事務管理体制の見直しについて(2)
　　ノンバンク等を利用した協力預金自粛の申し合わせについて(3)他行預金担
　　保融資の厳正化について、別紙２～４のとおり取りまとめ本日理事会に報
　　告いたしました』と通達した。
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　全国銀行協会連合会「社会的責任に関する委員会」が全国銀行の企画役員宛に通
達した『他行預金担保融資の厳正化』、全国銀行の企画役員が「BIS規制８％」ク
リア操作を認めた揺るぎない「証」です。　　
　
　　　　　　　　　　　　　　注目してください。

　昭和 63 年から自己資本比率算定上のリスク・ウェイト 20%で「BIS規制８％」
クリア対策を実行した他行預金担保融資「銀行⇔ノンバンク」の取引が『本年３月
末以降、他行預金担保融資の自己資本比率算定上のリスク・ウェイトが 前述した
通り 100%に高められたことも鑑み』となり厳禁されたのです。

　つまり、『本年３月末以降、他行預金担保融資の～安易な他行預金担保への依存
を見直すとの観点から・・・』全国の銀行が、他行預金担保融資取引「銀行⇔ノン
バンク」を実行していたことを立証し、全国銀行協会連合会 が厳禁したのです。

　　
そこに、ノンバンクが被害者になれる

                             「犯罪」は何処にも存在しないのです!　　
　　
　ノンバンクは、金融期間内限定条件として認められた「BIS規制８％」クリア操
作用の他行預金担保融資取引「銀行⇔ノンバンク」以外に銀行とは経済取引が出来
ないのです。当然のことですが、銀行員個人とも絶対に経済取引は出来ないので
す。
　　　　本件は、はじめから『この世に存在しない』犯罪をデッチ上げた！　　　

　大蔵省「銀行局」の手先になった『検察の闇』闇の執行人柳検察官が、はじめか
ら『この世に存在しない』本件詐欺事件をデッチ上げた、貴殿の手口「その１」か
ら「その６」司法検察を護るため自らの「身の栄達の為の嘘の重ね塗り」を強行し
た。

　貴殿が銀行員と司法取引して嘘の「上申書」を作成した。この「上申書」に合
わせた「供述調書」を「逮捕するぞ！」・「起訴するぞ！」と脅し、立証証拠をコ
ピー偽造するなどした、確信的犯罪行為を明らかにして参ります。
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